
2025年9月25日

北海道文教大学就職部は、2025年6月に卒業生（2022年3月卒業生）、2024年10月～

2025年8月に就職先に対して就職に関するアンケートを実施しましたので、結果をご報告
致します。

1.卒業生（3年経過）アンケート結果

内 容：就職後丸3年経過した時点での就職に関する意識調査

回答者：本学を2022年3月に卒業した者（卒後丸3年が経過）

回答数：依頼人数392名、回答者114名、回答率29.0％

【アンケート回答者基本情報】

【離職状況(学科別）】

北海道文教大学 卒業生の就職に関するアンケート

並びに 就職先アンケート結果について



【離職状況（職種別）】

【卒後3年以内の離職理由（一人最大３つまで）】

【入学時の希望進路と卒業後の進路の比較】



2.就職先アンケート結果

内 容：本学卒業生の印象についての調査

依頼先：病院・一般企業

回答数：50社（事業所）

【本学卒業生の印象】

【本学生に期待すること（フリー記入）】
・基礎学力を備えた学生の養成（病院）

・保育の知識や実践的に使える内容を備えた学生を育ててもらえると即戦力として

活躍してもらえる（保育園）

・保育者としての専門性とチームとしての人間力（幼稚園）

・⾧く務めることができる方に就職してもらいたい（病院）

・自己のストレスコントロールができる、もしくは知識があること（病院）

・真摯に患者様に対応できるセラピストの養成（病院）

本学は、毎年定期的に就職アンケートを実施し、PDCAサイクルを回し、就職

活動全般において、学生満足度向上、企業満足度向上を図ってまいります。

【総評】

・卒業後丸3年を経過した本学の卒業生の状況は、入学当初に志望していた進路先に概ね就い

た（志望通り・概ね志望通りの合計）という方が57.1%、就職・進学先に満足している（志望

通り・概ね志望通り・志望通りではないが満足しているの合計）が85.2%を占めており、就

職・進学に関して高い満足度となっています。

また、在学中に身に付いた能力のうち、就職後に特に役立っていると思うものはどれですか？

との質問への回答では、専門分野や学科の知識(32.8%)が多くの就職先で重視されていること

がわかります。特に、作業療法士(50.0%)においては重視されていることがわかります。


